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高齢ドライバー向け認知機能検査の結果通知の場面において，メタメッセージの存在が懸念されている．

本研究では，メタメッセージを緩和させるべくデザイン・レイアウトを変更した結果通知書の効果計測の

為，65 歳以上の高齢ドライバー2,000 名を対象として，事前アンケート／模擬認知機能検査／結果通知書

の提示／事後アンケートから成るWeb調査実験を行った．第一に，メタメッセージの影響を受け易い個人

属性について探索的に分析した結果，女性や年齢が高い人ほど，「運転に対する自信」や「運転の自己評

価」の点数が増加していた．このことは，調査設計者の意図せぬ副作用と言える．第二に，メタメッセー

ジ緩和策を講じた改訂案結果通知書は，現行の結果通知書と比して検査後の「運転に対する自信」を有意

に減少させる効果を有していることが示された． 
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1. はじめに 

 

我が国では急速な高齢化により，高齢者の運転免許保

有者，所謂高齢ドライバーが増加している．それに伴い，

交通事故全体に占める高齢者の引き起こす事故の割合が

増加している1)．その為，こうした高齢ドライバーが引

き起こす交通事故の減少に繋がる手立てを講じることが

喫緊の課題であると言える． 

交通事故防止策の一環として2009年6月以降，75歳以

上の運転免許更新者は認知機能検査の受検が義務付けら

れた2)．認知機能検査3)とは，運転免許証の更新期間が満

了する日の年齢が 75 歳以上のドライバーが自動車運転

免許証更新時，受験者の記憶力・判断力の状況を確認す

る検査である．当検査は，時間の見当識，手がかり再生，

時計描画という 3つの検査項目から成っており，公安委

員会又は委託された教習所等で受けることが出来る（令

和 4年 5月 13日の改正道路交通法の施行4)により，時間

の見当識，手がかり再生の 2つに変更された）．時間の

見当識とは，検査時における年月日，曜日及び時間を回

答してもらう検査である．手がかり再生とは，一定のイ

ラストを記憶し，採点には関係しない課題を行った後，

記憶しているイラストをヒントなしに回答し，さらにヒ

ントをもとに回答する検査である．時計描写とは，時計

の文字盤を描く検査である． 

検査終了後，被験者は採点結果に応じて第 1分類～第

3分類の3つに分類される（表-1）．直近の傾向として，

令和 2年の検査結果を参照すると，全受験数約 188万人

に対し，第 1分類が約 4万人，第 2分類が約 42万人，第

3 分類が約 142 万人となっており5)，第 3 分類が全体の

75.6%を占めている． 

第 3分類の人は，「認知機能に今のところ問題はない」

という直接的な一次メッセージのみならず，メタメッセ

ージにより「自身の運転に，より一層自信を持つように

なる」ことが明らかにされている6)． 
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表-1 認知機能検査結果の分類 

分類 点数 判定 

第1分類 49点未満 
記憶力・判断力が低くなってい

る(認知症のおそれがある) 

第2分類 
49点以上 

76点未満 

記憶力・判断力が少し低くなっ

ている(認知機能の低下のおそれ

がある) 

第3分類 76点以上 
記憶力・判断力に心配がない(認

知機能の低下のおそれがない) 

 

ここで，メタメッセージとは，「表立って伝わるメッ

セージ（一次メッセージ）に伴って伝わる暗黙のメッセ

ージ」のことを指し7)，メッセージが伝えるべき本来の

意味を超えて別の意味を伝えるものである．この効果が

作用することで，被験者が自身の運転技術に過度な自信

を持つ場合，自らが加害者となる交通事故リスクが低下

したと認知してしまう可能性がある．そして，人間の行

動は低下したリスクを補うように，リスクを高める行動

をとる可能性があると指摘されている8)．故に第 3 分類

の人は，却って事故を起こし易い運転をする恐れが懸念

される．これら一連の流れは，リスクホメオスタシス理

論に基づき，リスク補償行動や行動適応と呼称される9)． 

そうした中，認知機能検査の結果通知の場面における

メタメッセージを緩和させる為に緩和策を講じた改訂案

結果通知書の提案も為されている10)． 

本研究では，改訂案結果通知書を用いてモビリティ・

マネジメントの方法論を援用し，高齢ドライバーとのコ

ミュニケーションを行う．なお，モビリティ・マネジメ

ントとは「モビリティ・マネジメントの手引き」11)によ

れば，「一人一人のモビリティ（移動）が，社会にも個

人にも望ましい方向に自発的に変化することを促す，コ

ミュニケーションを中心とした交通政策」と定義されて

いる．この方法論に基づき，高齢ドライバーが自己の運

転技術や身体能力等を過信せず適切に認知する方向へ自

発的な変化を促すことを通じて，過度な運転への自信が

緩和することを期待する． 

以上を踏まえ，具体の目的を次の 2点に定めた． 

1) 現行版検査結果通知書にメタメッセージが存在す

るのか，存在する場合，どのような人にネガティ

ブな影響を与えているのか規定因を把握する． 

2) 改訂案結果通知書の効果計測を行い，現行版結果

通知書と比較したメタメッセージ緩和効果の有無

を検証する． 

 

 

2. 既往研究レビューと本研究の位置付け 

 

本章では，関連する既往研究を整理し，それらを踏ま

えた本研究の位置付けを述べる． 

(1) 高齢ドライバーの免許返納意識に関する既往研究 

生活環境・ライフスタイルの観点から分析した研究と

して，山本・橋本(2012)12)は，岡山県内の運転免許保有

者及び返納者に対してアンケート調査を実施している．

そして，免許保有者と返納者で「車に頼らなくても生活

できる」と感じる要因の違いについて把握し，保有者と

返納者を分ける意識構造，返納者の返納満足度に関する

意識構造について分析を行っている．その結果，保有者

と返納者で要因や意識構造に違いがあること，また保有

者の返納制度活用意向や，返納者の「返納して良かった」

と感じる意識を高めていく為には，公共交通の充実度を

高めていく必要があることを明らかにしている． 

同様に橋本・山本(2012)13)は，岡山県内の免許返納者

を対象として返納して良かったと感じる要因や，返納後

の生活で困っている要因を明らかにすることを試みてい

る．結果として，元々運転していた人では返納後自由に

運転することが難しいと考えられる場合に，運転してい

なかった人では身分証がなくなり困っている場合に，良

くなかったと感じる傾向にあることを示している． 

また中川ら(2016)14)は，2 名の運転免許返納者に対し，

返納直後から 1年以上に渡り，複数回のインタビュー調

査を実施している．高齢者にとって運転免許の保持やそ

の返納がどのような意味を有するのかを明らかにする為

には，人生史全体を把握する必要があると考え，生い立

ちから現在に至る人生史の中で，運転免許返納等に関連

する様々な話題について調査している．結果として，簡

略的なインタビュー調査や質問紙調査では明らかにでき

ない深い理解を得られたと報告している． 

運転挙動や認知機能の観点から分析した研究として，

鈴木(2020)15)は，軽度認知障害（MCI）の疑いがある高齢

ドライバー4名と，日常的に運転している健常者 38名を

対象に走行挙動実験を行ない，認知症になる以前の状態

で発現する運転挙動の解明を試みている．結果として，

認知症の疑いがある高齢ドライバーのみならず，認知機

能検査にて問題がないとされる健常者にも一旦停止が甘

い等の危険挙動が確認されたことや，高齢ドライバーの

運転継続意向は認知機能や運転技能より，自身の性格や

ライフスタイルと関連していると述べている． 

また元田ら(2017)16)は，盛岡運転免許センターに更新

手続きに来た70歳以上の155名を対象にアンケート調査

を実施し，自己の運転評価と免許返納意識に関して分析

している．結果として，運転頻度が低い人や運転の自己

評価が低い人，及び苦手な運転行為がある人は，免許返

納意識が比較的高いことを明らかにしている． 

運転免許自主返納施策サービスの観点から分析した研

究として，伊勢(2016)17)は，和歌山県和歌山市全域を対

象にアンケート調査を実施し，運転免許自主返納特典に

対するニーズと運転免許保有特性との関連分析を行って
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いる．その結果，年齢が高くなる程免許返納の意識が高

まること，バスやタクシーの運賃割引は高齢者の運転免

許返納促進に有効であること，買い物・通院の目的での

移動は長距離になるほど移動コストを低減させるような

特典を導入することは効果的であること，日常的に自動

車やバイクを運転していない人ほど特典導入による運転

免許返納可能性は高いこと，を明らかにしている． 

 

(2) 認知機能検査に関する既往研究 

認知機能検査に関する研究として，上村ら(2020)18)は，

検査結果が第1分類となり，医師の診断後に認知症と判

定された人に関して，運転を中断すべきか否かの検討を

行っている．具体的には，認知症の原因疾患によっても

事故の危険性には差異がある可能性がある為，医学的検

討が必要であるとして，臨床現場における認知症と運転

行動の関連性について整理している．結果として，医療

と行政が協力しながら，疾患と運転能力の評価方法につ

いてのシステム作りをする必要があると述べている． 

 同様に林ら(2020)19)は，運転免許更新時に認知機能低

下の指摘を受けて医療機関を受診する症例が増えている

ことから，その現状を調査している．具体的には，診断

書提出命令書を病院に持参した25名を対象に，公安委員

会の認知機能検査の他，現在の運転状況や過去の事故歴

等について検討している．結果として，高齢者自身の日

常生活面，家族環境，運転能力等を十分に問診の上，多

方面からの認知機能の検討を行い，運転の可否を判断す

る必要があると述べている． 

 

(3) メタメッセージに関する既往研究 

 メタメッセージは，災害時の避難情報の提供の場面に

おいて，主にその存在が指摘されてきた．例えば金井ら

(2011)20)は，洪水災害時に，避難情報に関するメタメッ

セージとその住民理解特性に着目した検討を行っている．

具体的には，「自宅外避難を指南する」情報と「自宅待

機が可能である」という内容の情報，何れかを被験者に

提示し，回答された災害時の対応行動意向を比較する情

報提供実験を実施している．その結果，行動指南情報を

実用化した場合の課題として，浸水リスク認知の低い住

民に対して情報提示した場合，メタメッセージにより，

自宅滞在が危険であるにも関わらずそれを促してしまう

等，適切ではない対応行動をしてしまうことを明らかに

している． 

 また，佐藤ら(2011)21)は，土砂災害の発生頻度が他地

域よりも比較的高く，過去に土砂災害に関するリスク・

コミュニケーションを実施している鹿児島県さつま町の

全 1,572 世帯を対象にアンケート調査を行っている．結

果として，避難する局面における専門家依存傾向が増進

し，自主性が低減する危険性が現実的に存在している可

能性があることを示唆し，情報精度の向上及び，専門家

からのリスク・メッセージの受け取り方が重要としてい

る． 

 その他，山根(2003)22)は，会話における含意について，

メッセージには表命題と裏命題が存在すると報告してい

る．例えば「私の方から電話します」という文からは，

そのままの意味の表命題に加えて，「あなたの方からは

電話しないで」という相手からの働きかけを抑止する裏

命題も抽出出来る．発話者の意図しない裏命題の抽出を

避けるには「電話してね」等の単純な表現形式とすれば

良いが，これは形式的には相手の都合を尊重しないこと

になる，と述べている． 

 

(4) 高齢ドライバー向け認知機能検査におけるメタメ

ッセージに関する既往研究 

高齢ドライバーが免許更新時に受検する認知機能検査

の結果通知の場面において発生し得るメタメッセージの

心理的効果を検証し，それを緩和するべく詳細を検討し

た研究として，以下の 2つの研究が挙げられる． 

第一に根本ら(2021)6)の研究では，高齢ドライバー7 名

を対象にインタビュー調査，59名を対象に模擬認知機能

検査を実施している．結果として，記憶力・判断力が少

し低くなっていると判定された場合はクルマ利用抑制，

運転免許返納意識が高まる一次メッセージ，記憶力・判

断力に心配がないと判定された場合は運転の自信が高ま

るメタメッセージによる効果が検証されたと述べている． 

第二に谷口ら(2021)10)の研究では，メタメッセージを

緩和させるコミュニケーションツールとして，認知機能

検査の結果通知書の記載文章を検討し緩和策を提案して

いる．具体的には，コピーライター・グラフィックデザ

イナーとの議論を通じて，現行の結果通知書の問題点を

抽出し，変更案を作成している．結果として，例えば第

3 分類の結果通知書で使用されている「記憶力・判断力

に心配ありません」という文章には，「運転についても

心配ありません」というメタメッセージが生じている可

能性を示唆している．そして，その文章を「検査時点で

の，記憶力・判断力は平常です」と，限定的な言葉の追

加とニュートラルな表現への変更により，メタメッセー

ジを生じにくくする工夫の必要性についても述べている． 

 

(5) 既往研究を踏まえた本研究の位置付け 

(1)から(4)に渡り，関連する既往研究を紹介・整理し

た．以上より，認知機能検査の結果通知書によって生じ

るメタメッセージの可能性を論じ，緩和策を検討した研

究は為されているが，それを実装し社会実験を行うこと

で緩和策の評価を行う研究は存在しない．よって，本研

究では，その緩和策の効果計測を行い，高齢ドライバー

の意識変容を分析する．また，高齢者が自身の運転につ 
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図-1 第3分類における現行版結果通知書（左）と改訂案結果通知書（右） 

 

いて適切に認識することを通じて，高齢者による交通事

故の減少に寄与すると考えられる． 

 

 

3. 改訂案結果通知書（概要） 

 

 2.(4)で述べた，谷口ら 10)は，コミュニケーションの専

門家であるコピーライターやグラフィックデザイン専門

家を交えた議論を通じて，現行版結果通知書における課

題を抽出し，改訂案結果通知書を提案した（図-1）．以

降，現行版結果通知書からの変更点について述べる． 

谷口ら 10)による現行版結果通知書（第 3分類）におけ

る主な課題抽出，及び変更案検討の結果，第一に，主要

なメッセージとして「記憶力・判断力に心配ありませ

ん．」と記載されており，（記憶力・判断力のみならず）

運転技術にも心配がないとのメタメッセージが生じてい

る可能性を指摘し，これを緩和するために「検査時点で

の，記憶力・判断力は平常です．」との変更を実施して

いる． 

第二に，「これからも安全運転に心がけてください」

「これからも油断することなく」等，本人の運転の現状

に関わらず「これまでは安全運転してきた」「これまで

は油断していなかった」という承認メッセージの存在を

指摘し，この緩和に向けて，これらの表現を削除し「記

憶力・判断力という認知機能検査結果」と「運転技量」

との直接的な関係を否定する文章を追記している． 

第三に，下位検査の得点（素点）を合計すると総合点

になるよう，下位検査の素点に重みづけした数値を下位

検査の得点として表示するよう変更している．また，説

明の文章の前に「注意点」と追記し，アテンションによ

る読み飛ばしの防止を意図した変更を実施している． 

総じて，上記の提案にあたっては，実務的応用可能性

を鑑みて，現行版結果通知書の内容と主旨が大きく異な

る変更は行わないこと，高齢者が読むことを考慮し，誰

が読んでも分かりやすい表現・言葉を用いること，全国

の運転免許センターや教習所での運用のしやすさを考慮

し，Microsoft Word等で使用可能な標準的なフォントを用

いること，等の工夫を行っている． 

 

 

4. Web模擬認知機能検査による調査実験 

 

本章では，模擬認知機能検査システムを用いて実施し

た調査実験について述べる． 

 

(1) 調査概要 

 本調査実験は，運転免許を保有しており，過去 1年以

内に運転経験のある全国の 65歳以上男女 2,000人を対象

として，2021年 12月 24日～2022年 1月 14日において

Web上で実施した． 

 

a) 調査対象者 

 調査対象者は，運転免許を保有しており，過去 1年以

内に運転経験のあることを条件として，調査請負を専門
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とする会社を介してモニターを募集した．認知機能検査

は本来，運転免許センターや自動車教習所等で，対面で

受検するものである23)．しかしながら，今回は新型コロ

ナウイルス感染拡大防止の観点から，Webでの実施に当

たり対象者確保の為，65歳以上の男女を対象とした． 

 

b) Web調査実験の流れ 

本調査実験はWebにて実施した．流れとしては，事前

アンケート，模擬認知機能検査，結果通知書の提示，事

後アンケートとなっており，これらを一貫して 1時間以

内で終了する．事前・事後アンケートについての詳細は

(2)に後述し，ここでは，模擬認知機能検査について述

べる．検査は警察庁の進行要領，採点方法に則って進行

した．また下位検査の内，時計描画問題はシステムの都

合上，自由描画による採点ではなく，正しい文字盤を複

数選択肢から選択するものを 1問，正しい時刻を示して

いる指針を複数選択肢から選択するものを 1 問，合計 2

問を出題し採点した．なお，選択肢，配点については，

警察庁の示す採点基準24)を参照し，決定した．Web 模擬

認知機能検査画面の一例を図-2～4に示す． 

 

(2) 事前・事後アンケート調査項目 

 事前・事後アンケートの調査項目を表-2に示す．表中

の「e/i 運転に対する自信」「f/j 運転の自己評価」「g/k 

クルマ利用抑制意図・運転免許返納意向」については，

模擬認知機能検査前後で尋ねた． 

 

 

5. 分析と考察 

 

 本章では，実施した事前・事後アンケートについて分

析した結果を取り纏める． 

 

(1) 回答者属性の基礎集計 

a) 模擬認知機能検査結果 

模擬認知機能検査の結果を表-3に示す．「記憶力・判

断力低下（第1分類）」となった人が72名，「記憶力・

判断力少し低下（第 2 分類）」となった人が 740 名，

「記憶力・判断力に心配なし（第 3 分類）」となった人

が 1,188名であった． 

 

b) 性別・年齢 

 性別の分布を表-4 に示す．性別は，男性 84%（1,679

人），女性16.1%（321人）であった．男性の回答者が多

いのは，高齢の運転免許保有者の中では，男性が多い為

であると考えられる．また，年齢層別分布について表-5

に示す．年齢層別では，65 歳～69 歳が 47.6%（951 人）

と最も多くなっており，次いで70歳～74歳が38.8%（776 

 

図-2 Web調査実験画面_時間の見当識問題 

 

 

図-3 Web調査実験画面_手がかり再生問題 

 

 

図-4 Web調査実験画面_時計描画（選択）問題 
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表-2 事前・事後アンケート調査項目 

質問項目 調査内容 回答方法 

事前アンケート 

a. 個人属性 

性別／年齢／居住地（都道府県）／高齢運転者標識表示の有無

／週月年当たり目的別運転頻度（買い物，通勤，通院，その他

（食事や知人の家等）） 

  

b. 若年運転者の運転態度尺度25) 
運転における不安と集中欠如尺度（6 項目）／取締りの効果と

交通ルール遵守の態度尺度（7項目） 
5件法 

（1.全くそう思わない～3.ど

ちらとも言えない～5.とて

もそう思う） 

c. リスクテイキング尺度26) 攻撃的運転（5項目） 

d. 逆走・高齢運転者標識への 

考え方 

1.「高速道路での逆走」は自分は起こさないと思う／2.マーク

を付けたら他のクルマから配慮してもらえると思う／3.マーク

を付けたら割り込みやあおりなど「いやがらせ」をされると思

う／4.マークを付けたら運転に対する意識が変わると思う 

e. 運転に対する自信 あなたの運転に対する自信はどのくらいですか 

5件法 

（1.自信はない（不安であ

る）～3.どちらとも言えな

い～5.かなり自信がある） 

f. 運転の自己評価 

平均的なドライバーと比べてあなたの運転はどのくらいですか

（以下7項目） 

1.運転操作の上手さ／2.安全な運転／3.交通状況の読み／4.緊急

時の回避動作／5.感情的にならない運転／6.注意深い運転／7.交

通ルールに従う運転 

5件法 

（1.平均以下～3.平均～5.平

均以上） 

g. 現在のクルマ利用抑制意図 

・運転免許返納意図 

1.「クルマの利用を控えよう」と少しでも思いますか／2.「気

をつけて運転しよう」と少しでも思いますか／3.「すぐに免許

返納しよう」と少しでも思いますか／4.「いつかは免許返納し

よう」と少しでも思いますか 

5件法 

（1.全くそう思わない～3.ど

ちらとも言えない～5.とて

もそう思う） h. 20～30代の頃と比較しての 

変化 

1. 速度を抑えて走行するようになった／2.加速・減速が穏やか

になった／3.車間距離をあけるようになった／4.運転するのが

疲れるようになった／5.カーブなどでより減速するようになっ

た／6.先を読んで運転するようになった 

事後アンケート 

i. 検査後の運転に対する自信 
認知機能検査を踏まえて， 

あなたの運転に対する自信はどのくらいですか 
e. と同様 

j. 検査後の運転の自己評価 

認知機能検査を踏まえて， 

平均的なドライバーと比べてあなたの運転はどのくらいですか

（7項目） 

f. と同様 

k. 検査後のクルマ利用抑制 

意図・運転免許返納意図 

認知機能検査を受けて， 

1.「マイカー利用を控えよう」と少しでも思いましたか／2.

「気をつけて運転しよう」と少しでも思いましたか／3.「すぐ

に免許返納しよう」と少しでも思いましたか／4.「いつかは免

許返納しよう」と少しでも思いましたか 

g. と同様 

 

表-3 模擬認知機能検査結果_分類分布 

検査結果分類 度数 % 

記憶力・判断力低下(第 1分類) 72 3.6 

記憶力・判断力少し低下(第 2分類) 740 37.0 

記憶力・判断力に心配なし(第 3分類) 1,188 59.4 

合計 2,000 100.0 

 

表-4 性別分布 

性別 度数 % 

男性 1,679 84.0 

女性 321 16.1 

合計 2,000 100.0 

表-5 年齢分布 

年齢 度数 % 

65歳～69歳 951 47.6 

70歳～74歳 776 38.8 

75歳～79歳 199 10.0 

80歳～84歳 65 3.3 

85歳以上 9 0.5 

合計 2,000 100.0 

 

人），次いで75歳～79歳が10%（199人），次いで80歳

～84歳が 3.3%（65人）となっている．85歳以上は 0.5%

（9人）と少数である．総じて，年齢層の低い順にサンプ

ルが多く抽出された． 
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(2) メタメッセージの存在検証 

分析の第一段階として，認知機能検査受検後の第 3分

類該当者において，メタメッセージは存在するのかを検

証した．具体的には，全対象者（n=2,000）に対し，模擬

認知機能検査結果別で「運転に対する自信」「運転の自

己評価（7 項目）」「クルマ利用抑制意図・免許返納意

図（4 項目）」について，事前事後比較として，対応の

ある平均値の差の t検定を行った．なお第 3 分類は，運

転に対する自信が向上し，クルマ利用抑制意図・免許返

納意図が低下するという「メタメッセージ」が生じると

いう仮説の下，第 2・1 分類は，クルマ利用抑制意図・

免許返納意図が向上する「一次メッセージ」が増加する

という仮説の下，片側検定を行った．結果を表-6に示す． 

本検証は，メタメッセージの存在検証が目的である為，

結果の内第 3分類に着目する．まず，「運転に対する自

信」において，1%水準で有意に事後の値が高くなった．

次に，「運転の自己評価（7 項目）」においても，「運

転操作の上手さ」以外の全ての項目において，1%水準

で有意に事後の値が高くなった． 

併せて，「クルマ利用抑制意図・免許返納意図」につ

いては，4 つ全ての項目において，1%水準で有意に事後

の値が減少した． 

総じて，第 3分類において認知機能検査介入によるメ

タメッセージの存在が検証された．この結果は，根本ら

の研究 6)にて，70～73歳の高齢ドライバー59名を対象と

した調査において一部検証された結果と同様の結果を，

サンプル数を拡大した際にも得られたと言える．以降，

この結果を踏まえ分析を進める． 

 

表-6 t検定結果_運転に対する自信・自己評価／クルマ利用抑制・免許返納意図_検査結果分類毎事前事後比較 

項目 
検査結果 

分類 

事前 事後 
t値 

有意確率 

（片側） N M SD N M SD 

e / i 運転に対する自信 

第3分類 1,188 3.45 0.87 1,188 3.54 0.80 -4.978 <0.001 *** 

第2分類 740 3.41 0.88 740 3.09 0.89 11.827 <0.001 *** 

第1分類 72 3.38 0.97 72 3.18 0.98 1.870 0.033 ** 

f / j 

運転の 

自己評価 

運転操作の上手さ 

第3分類 1,188 3.34 0.79 1,188 3.35 0.77 -0.977 0.164   

第2分類 740 3.36 0.80 740 3.17 0.82 8.389 <0.001 *** 

第1分類 72 3.26 0.89 72 3.07 0.78 1.776 0.04 ** 

安全な運転 

第3分類 1,188 3.68 0.73 1,188 3.76 0.73 -4.549 <0.001 *** 

第2分類 740 3.63 0.74 740 3.48 0.78 5.795 <0.001 *** 

第1分類 72 3.49 0.87 72 3.32 0.84 1.538 0.064 * 

交通状況の読み 

第3分類 1,188 3.58 0.75 1,188 3.64 0.75 -3.946 <0.001 *** 

第2分類 740 3.54 0.74 740 3.35 0.80 7.627 0.003 *** 

第1分類 72 3.63 0.86 72 3.35 0.89 2.796 0.079 * 

緊急時の回避動作 

第3分類 1,188 3.35 0.76 1,188 3.37 0.76 -1.414 <0.001 *** 

第2分類 740 3.36 0.78 740 3.13 0.84 9.215 0.003 *** 

第1分類 72 3.50 0.79 72 3.24 0.81 2.845 <0.001 *** 

感情的にならない 

運転 

第3分類 1,188 3.54 0.85 1,188 3.61 0.84 -4.001 <0.001 *** 

第2分類 740 3.43 0.82 740 3.34 0.83 3.742 0.256   

第1分類 72 3.42 0.87 72 3.35 0.89 0.66 <0.001 *** 

注意深い運転 

第3分類 1,188 3.74 0.74 1,188 3.82 0.75 -4.504 <0.001 *** 

第2分類 740 3.66 0.76 740 3.48 0.81 6.608 0.014 ** 

第1分類 72 3.61 0.83 72 3.38 0.91 2.236 <0.001 *** 

交通ルールに 

従う運転 

第3分類 1,188 3.79 0.76 1,188 3.88 0.78 -5.219 <0.001 *** 

第2分類 740 3.72 0.73 740 3.61 0.80 4.218 0.118   

第1分類 72 3.61 0.90 72 3.49 0.95 1.196 0.251   

g / k 

クルマ 

利用抑制

意図・ 

免許返納

意図 

クルマ利用 

控えようと思う 

第3分類 1,188 2.81 1.15 1,188 2.44 1.01 11.852 <0.001 *** 

第2分類 740 2.79 1.17 740 2.76 1.05 0.942 0.173   

第1分類 72 2.72 1.18 72 2.72 1.05 0.000 0.500   

気を付けて運転 

しようと思う 

第3分類 1,188 4.46 0.67 1,188 4.06 0.88 14.816 <0.001 *** 

第2分類 740 4.36 0.75 740 4.13 0.83 7.417 <0.001 *** 

第1分類 72 4.01 1.08 72 3.67 0.95 2.385 0.010 ** 

直ぐに免許返納 

しようと思う 

第3分類 1,188 1.97 0.94 1,188 1.80 0.88 6.737 <0.001 *** 

第2分類 740 2.00 0.96 740 2.14 0.98 -4.386 <0.001 *** 

第1分類 72 2.28 1.06 72 2.39 1.10 -0.905 0.184   

いつかは免許返納 

しようと思う 

第3分類 1,188 3.74 1.11 1,188 3.44 1.24 9.633 <0.001 *** 

第2分類 740 3.52 1.19 740 3.42 1.24 2.273 0.012 ** 

第1分類 72 3.35 1.09 72 3.19 1.16 1.226 0.112   

※N：度数，M：平均値，SD：標準偏差 *p<.10, **p<.05, ***p<.01 

第3分類：記憶力・判断力に心配がない，第2分類：記憶力・判断力が少し低くなっている，第1分類：記憶力・判断力が低くなっている 
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(3) メタメッセージの探索的規定因把握 

 認知機能検査後に提示される現行版結果通知書によ

るメタメッセージの影響を受け易い個人属性について

探索的に把握することを行った． 

具体的には，現行版結果通知書提示群（n=1,000）の

内，第 3 分類（n=594）を対象に，メタメッセージに関

係のある「運転に対する自信」「運転の自己評価（7 項

目）」についての変化量（事後-事前）を指標にとり，

探索的にそれらの規定因を明らかにする為，強制投入

法による重回帰分析を行った． 

分析に用いた変数を表-7に，強制投入法による重回帰

分析の結果を表-8，9に示す． 

ここで，「月当たり運転回数（買い物，通院，通勤，

その他（食事・知人の家等））」については，1 か月当

たりの運転頻度を算出して分析に用いた．具体的には，

「週 5回」は週 5回×4週＝月 20回，「月 5回」は月 5

回，「年 5回」は年 5回／12か月＝月 0.42回とした．ま

た，質的データである変数はダミー変数を作成して分

析に用いた．以降，分析結果を基に考察を述べる． 

「運転に対する自信」については，年齢が高い人や，

女性，月当たり買い物回数が多い人ほど，そして，月

当たりの私用（食事・知人の家等）の運転回数が少な

い人ほど，模擬認知機能検査を介して，有意傾向で運

転に対する自信が増加したことが示された．これは，

検査結果により，自己の運転能力や身体能力に対する

裏付けを得た為であると考えられる．月当たりの私用

（食事・知人の家等）の運転回数が少ない人については，

理由は定かでない． 

「運転操作の上手さ」「安全な運転」については，有

意な変数が示されなかった． 

「交通状況の読み」については，高齢運転者標識を普

段から付けている人ほど，模擬認知機能検査を介して， 

 

表-7 重回帰分析に用いた変数 

従属

変数 

検査後の運転に対する自信／検査後の運転

の自己評価（7 項目：運転操作の上手さ，安

全な運転，交通状況の読み，緊急時の回避

動作，感情的にならない運転，注意深い運

転，交通ルールに従う運転） 

独立

変数 

年齢／女性ダミー（女性 1，男性 0）／高齢

運転者標識有ダミー（表示有 1，表示無 0）

／月当たり運転回数（買い物，通院，通

勤，その他（食事・知人の家等）） 

 

 

表-8 重回帰分析結果（強制投入法）_第3分類におけるメタメッセージの探索的規定因把握(1) 

従属変数 

運転に対する自信 

（事後-事前） 

運転の自己評価（7項目：事後-事前） 

運転操作の上手さ 安全な運転 交通状況の読み 

β t値 β t値 β t値 β t値 

（定数）  -1.46   0.18   -0.91   -1.08  

年齢 0.07 1.68 * -0.01 -0.15  0.05 1.05  0.05 1.18  

女性ダミー 0.08 1.95 * 0.01 0.16  0.05 1.26  0.02 0.43  

高齢運転者標識有ダミー -0.01 -0.14  0.00 0.07  0.02 0.41  0.10 2.27 ** 

月当たり買い物運転回数 0.08 1.95 * 0.01 0.33  0.01 0.16  0.04 1.03  

月当たり通院運転回数 -0.06 -1.47  -0.02 -0.58  0.01 0.32  -0.05 -1.3  

月当たり通勤運転回数 -0.07 -1.61  0.09 0.21  -0.02 -0.37  -0.04 -0.96  

月当たり食事・知人の家等運転回数 -0.08 -1.96 * -0.01 -0.02   0.02 0.54   -0.02 -0.47   
 R2=0.018, N=594 R2=-0.011, N=594 R2=-0.005, N=594 R2=0.010, N=594 

 

表-9 重回帰分析結果（強制投入法）_第3分類におけるメタメッセージの探索的規定因把握(2) 

従属変数 

運転の自己評価（7項目：事後-事前） 

緊急時の回避動作 
感情的にならない 

運転 
注意深い運転 

交通ルールに従う 

運転 

β t値 β t値 β t値 β t値 

（定数）  -1.17   -1.92 *  -0.47   -1.61  

年齢 0.05 1.15  0.09 1.99 ** 0.03 0.59  0.07 1.66 * 

女性ダミー -0.02 -0.41  -0.04 -0.90  0.02 0.54  0.01 0.22  

高齢運転者標識有ダミー -0.06 -1.36  0.03 0.62  -0.01 -0.3  0.12 2.77 *** 

月当たり買い物運転回数 0.04 0.80  -0.01 -0.19  0.01 0.17  0.02 0.57  

月当たり通院運転回数 0.06 1.36  0.03 0.73  0.01 0.19  0.00 -0.05  

月当たり通勤運転回数 0.00 0.09  0.04 0.89  0.00 -0.01  0.04 0.83  

月当たり食事・知人の家等運転回数 0.00 0.04   -0.01 -0.11   -0.07 -1.57   0.03 0.59   
 R2=-0.001, N=594 R2=0.001, N=594 R2=-0.007, N=594 R2=0.015, N=594 

※N：度数，β：標準化係数，*p<.10, **p<.05, ***p<.01 
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自分は交通状況が読めていると評価したことが示された．

これは，高齢者標識を付けていることから，周囲のクル

マが，自身の運転するクルマに対して配慮してくれてい

ると考え，それ故に，交通状況が読めていると判断した

為であると考えられる． 

「安全な運転」について，第 3 分類は，改訂案・現行

版共に正の値を示しているが，改訂案の増加幅の方が小

さ「緊急時の回避動作」については，有意な変数が示さ

れなかった． 

「感情的にならない運転」については，年齢が高い人

ほど，模擬認知機能検査を介して，自分は感情的になら

ない運転が出来ていると評価したことが示された．これ

は，回答者が若い頃と比して，落ち着いて冷静に運転が

出来ていると判断した為であると考えられる． 

「注意深い運転」については，有意な変数が示されな

かった． 

「交通ルールに従う運転」については，年齢が高い人

や，高齢運転者標識を普段から付けている人ほど，模擬

認知機能検査を介して，自分は交通ルールに従う運転が

出来ていると評価したことが示された．これは，高齢で

あるほど，高齢者運転標識を普段から付けていることか

ら交通ルールを守っている意識があると判断した為であ

ると考えられる． 

 

(4) メタメッセージ緩和策の効果計測 

改訂案結果通知書は，第 3分類該当者に対してメタメ

ッセージ緩和効果を有しているのかを計測する為，「運

転に対する自信」「運転の自己評価（7 項目）」につい

て，改訂案結果通知書提示群（n=1,000）と現行版結果通

知書提示群（n=1,000）とで，対応のない独立した 2群の

t検定（片側検定）を行った． 

なお分析の際には，模擬認知機能検査介入前後のアン

ケート平均値の変化量（事後-事前）を比較した．結果

を表-10に示す． 

以降では全分類の結果を示しているが，第 3分類にお

けるメタメッセージ緩和効果を計測することを主眼に置

いて考察する． 

a) 運転に対する自信・運転の自己評価（7項目）検査 

結果分類毎 結果通知書別比較 

「運転に対する自信」「運転の自己評価（7項目）」を

結果通知書別に比較した結果について述べる． 

まず，「運転に対する自信」についての結果通知書別

比較結果について，第 3分類は，改訂案・現行版共に正

の値を示しているが，改訂案の増加幅が M=0.06，現行

版の増加幅がM=0.13となっており，改訂案の方が 5%水

準で有意に小さいことが確認された．つまり，改訂案結

果通知書はメタメッセージによる，運転に対する自信を

緩和したと言える．また，第 1分類は，改訂案・現行版

共に負の値を示しているが，改訂案の減少幅の方が 5%

水準で有意に大きいことが確認された．これについて，

メタメッセージを緩和させるべく変更した改訂案が，第

3 分類以外の運転に対する自信を減少させることにも作

用したことが示された． 

続いて，平均的なドライバーと比べてあなたの運転は

どのくらいですか，と尋ねた「運転の自己評価（7 項

目）」の結果について述べる． 

まず，「運転操作の上手さ」については，有意差は確

認されなかった． 

「安全な運転」について，第 3 分類は，改訂案・現行

版共に正の値を示しているが，改訂案の増加幅の方が小

さいことが確認された（有意傾向）． 

「交通状況の読み」について，第 2 分類は，改訂案・

現行版共に負の値を示しているが，改訂案の減少幅の方

が 5%水準で有意に大きいことが確認された．これにつ

いて，メタメッセージを緩和させるべく変更した改訂案

が，第 3分類以外に対して，交通状況の読みに対する評

価を減少させることにも作用したことが示された． 

「緊急時の回避動作」については，有意差は確認され

なかった． 

「感情的にならない運転」について，第 3 分類は，改

訂案・現行版共に正の値を示しているが，改訂案の増加

幅の方が大きいことが確認された（有意傾向）． 

「注意深い運転」について，第 3 分類は，改訂案・現

行版共に正の値を示しているが，現行版の増加幅が 5%

水準で有意に小さいことが確認された． 

「交通ルールに従う運転」については，有意差は確認

されなかった． 

総じて，運転の自己評価（7 項目）の内，「感情的に

ならない運転」と「注意深い運転」の 2項目で，第 3分

類の改訂案結果通知書提示群において，増加幅が大きく

なるという結果を得た．なお，この 2項目は，被験者の

運転能力に関して評価を尋ねたものではなく，被験者の

心理を尋ねたものである． 

この要因として，被験者が結果通知書の記載内容を読

み飛ばした可能性の他，被験者の内部で認知的不協和が

生じていた可能性が考えられる．認知的不協和とは，認

知的不協和理論27)に基づくものである．この理論は，人

間は不協和な関係にある，整合しない複数の認識を持っ

ていれば，その不協和を解消するように動機付けられる

という理論である． 

認知機能検査の結果通知書は，被験者に対して，運転

能力の低下，その恐れを提示するものであり，改訂案は，

その提示に一層成功していると言える．その為，運転能

力に関する項目では，増加幅が現行版より小さくなり，

減少幅が現行版より大きくなったと言える． 

しかしながら，被験者の心理面においては「自分の運 
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表-10 t検定結果_運転に対する自信・自己評価／クルマ利用抑制・免許返納意図_検査結果分類毎結果通知書別比較 

項目 
検査結果 

分類 

改訂案結果通知書提示群 現行版結果通知書提示群 
t値 

有意確率 

（片側） N M SD N M SD 

運転に対する自信 

(変化量：i – e) 

第3分類 594 0.06 0.65 594 0.13 0.62 -1.97 0.025 ** 

第2分類 380 -0.31 0.70 360 -0.34 0.78 0.67 0.253  

第1分類 26 -0.50 0.71 46 -0.02 0.93 -2.27 0.013 ** 

運転の 

自己評価 

(変化量：j – f) 

運転操作の 

上手さ 

第3分類 594 0.01 0.48 594 0.02 0.47 -0.24 0.404  

第2分類 380 -0.17 0.63 360 -0.21 0.60 0.76 0.223  

第1分類 26 -0.27 0.92 46 -0.15 0.94 -0.51 0.306  

安全な運転 

第3分類 594 0.05 0.54 594 0.09 0.54 -1.34 0.091 * 

第2分類 380 -0.16 0.71 360 -0.15 0.74 -0.15 0.441  

第1分類 26 -0.04 1.04 46 -0.24 0.85 0.89 0.189  

交通状況の読み 

第3分類 594 0.07 0.56 594 0.06 0.53 0.32 0.375  

第2分類 380 -0.24 0.71 360 -0.14 0.67 -1.92 0.028 ** 

第1分類 26 -0.42 0.90 46 -0.20 0.81 -1.10 0.137  

緊急時の 

回避動作 

第3分類 594 0.03 0.57 594 0.02 0.53 0.26 0.397  

第2分類 380 -0.22 0.66 360 -0.23 0.66 0.08 0.468  

第1分類 26 -0.38 0.90 46 -0.20 0.72 -0.98 0.166  

感情的に 

ならない運転 

第3分類 594 0.10 0.62 594 0.04 0.62 1.55 0.060 * 

第2分類 380 -0.09 0.65 360 -0.09 0.69 0.10 0.460  

第1分類 26 0.04 0.87 46 -0.13 0.91 0.77 0.222  

注意深い運転 

第3分類 594 0.11 0.61 594 0.05 0.57 1.67 0.048 ** 

第2分類 380 -0.14 0.75 360 -0.22 0.72 1.48 0.069 * 

第1分類 26 -0.35 0.89 46 -0.17 0.90 -0.78 0.219  

交通ルールに 

従う運転 

第3分類 594 0.10 0.63 594 0.08 0.59 0.57 0.285  

第2分類 380 -0.09 0.76 360 -0.15 0.76 1.13 0.129  

第1分類 26 -0.12 0.86 46 -0.13 0.91 0.07 0.473  

クルマ利用抑制

意図・免許返納

意図 

(変化量：k – g) 

クルマ利用 

控えようと思う 

第3分類 594 -0.39 1.06 594 -0.35 1.09 -0.78 0.217   

第2分類 380 -0.05 1.05 360 -0.02 0.98 -0.34 0.368   

第1分類 26 0.04 0.92 46 -0.02 1.29 0.21 0.417   

気を付けて運転 

しようと思う 

第3分類 594 -0.41 0.88 594 -0.40 0.99 -0.19 0.426   

第2分類 380 -0.24 0.90 360 -0.24 0.85 -0.01 0.496   

第1分類 26 -0.08 1.16 46 -0.50 1.26 1.41 0.082 * 

直ぐに免許返納 

しようと思う 

第3分類 594 -0.21 0.87 594 -0.12 0.82 -1.79 0.037 ** 

第2分類 380 0.13 0.82 360 0.16 0.92 -0.45 0.325   

第1分類 26 0.04 1.22 46 0.15 0.94 -0.44 0.330   

いつかは免許返納 

しようと思う 

第3分類 594 -0.33 1.07 594 -0.27 1.06 -1.06 0.145   

第2分類 380 -0.07 1.16 360 -0.13 1.20 0.78 0.218   

第1分類 26 -0.38 0.75 46 -0.02 1.18 -1.41 0.082 * 

※N：度数，M：平均値，SD：標準偏差 *p<.10, **p<.05, ***p<.01 

第3分類：記憶力・判断力に心配がない，第2分類：記憶力・判断力が少し低くなっている，第1分類：記憶力・判断力が低くなっている 

 

転能力が低下している，或いは低下の恐れがあるにも関

わらず，運転を継続しなければならない」といった矛盾

が生じる．これが認知的不協和に該当すると考えられる． 

こうした場合，人は矛盾を解消しようとする．その結

果，「運転能力は低下しているが，感情的にならずに運

転したり，注意深く運転する為，自身が運転することは

正当である」といった，心理変容が生じていた可能性が

考えられる． 

b) クルマ利用抑制意図・運転免許返納意図 検査結果分 

類毎 結果通知書別比較 

 「クルマの利用は控えよう」と少しでも思うか，「気

を付けて運転しよう」と少しでも思うか，「すぐに免許

返納しよう」と少しでも思うか，「いつかは免許返納し

よう」と少しでも思うか，の 4つの設問を結果通知書別

に比較した結果について述べる． 

まず，「クルマの利用は控えよう」と少しでも思うか，

については，有意差は確認されなかった． 

「気を付けて運転しよう」と少しでも思うか，につい

て，第 1分類は，改訂案・現行版共に負の値を示してい

るが，改訂案の減少幅の方が小さいことが確認された

（有意傾向）．これは，現行版の方が，メタメッセージ

を受けにくいことを示しているが，要因は定かではない． 

「すぐに免許返納しよう」と少しでも思うか，につい

て，第 3分類は，改訂案・現行版共に負の値を示してい

るが，改訂案の減少幅の方が 5％水準で有意に大きいこ

とが確認された．これについて考えられる可能性として

は，1)結果通知書の記載内容を読み飛ばした可能性，2)

自己の身体能力や運転技量を適切に把握したものの，何
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らかの要因によりすぐには免許返納をしようと思わない，

或いは出来ないと回答した可能性，が考えられる． 

「いつかは免許返納しよう」と少しでも思うか，につ

いて，第 1分類は，改訂案・現行版共に負の値を示して

いるが，改訂案の減少幅の方が大きいことが確認された

（有意傾向）． 

 

 

6. おわりに 

 

(1) 本研究のまとめ 

 本研究では，65歳以上の高齢ドライバーを対象に，事

前アンケート，模擬認知機能検査，結果通知書の提示，

事後アンケートから成るWeb調査実験を実施した． 

第一に，メタメッセージ存在検証の結果，第 3分類に

おいて，「運転に対する自信」や「運転の自己評価」の

項目で事後の値が有意に増加し，「クルマ利用抑制意

図・免許返納意図」の項目で事後の値が有意に減少した．

このことからメタメッセージの存在が検証された． 

第二に，現行版結果通知書によるメタメッセージの規

定因を把握した結果，第 3分類において，女性や高齢で

あるほど，運転に対する自信が向上するといった，ネガ

ティブな影響を受ける傾向にあることが明らかとなった．

よって目的 1)が達成された． 

第三に，改訂案結果通知書のメタメッセージ緩和効果

計測の結果，改訂案は認知機能検査介入後の「運転に対

する自信」等を緩和させる効果を有していることが明ら

かとなった．よって目的 2)が達成された． 

以上より，実務応用可能性や高齢者が読むことを考慮

し，誰が読んでも分かり易い表現・言葉を用いつつ，デ

ザイン・レイアウトを変更した改訂案結果通知書の有用

性が示唆された．その為，認知機能検査における高齢ド

ライバーの交通事故リスク緩和に向けて新たな知見を得

られたと言える． 

 

(2) 今後の方針 

 改訂案結果通知書の効果計測の結果，第 3分類におい

ては，現行版と比して「注意深い運転（運転の自己評

価）」は増加幅が大きく，また，「すぐに免許返納しよ

う（クルマ利用抑制意図・運転免許返納意図）」は減少

幅が大きいことが示された．その為，改訂案については，

更なる改善の余地があると言える．具体的には，被験者

が結果通知書の記載内容を読み飛ばした可能性等を考慮

し，その防止策を講じるといった改訂を検討したいと考

える． 

また，改正道路交通法の施行 4)により，認知機能検査

内容については時計描画問題が削除され，検査結果の分

類についても認知症のおそれあり／無し（2 分類）とな

り，一部変更された．こうしたことから，再度詳細を検

討する必要があり，特に，「検査得点が高い高齢ドライ

バーは，メタメッセージによって，自己の運転技術や身

体能力等を過信する可能性がある」ことについては今後

も念頭に置き，議論する必要があると考えられる．その

為，今後の認知機能検査の場面においても，本研究の論

じた内容は有用であると考えられる．本稿が今後認知機

能検査の結果通知書の検討する際の一助となれば幸いで

ある． 
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知機能検査の副作用とその緩和策の検討（代表：筑波大

学 谷口綾子）」の助成によるものである．この場をお
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Analysis on determinants of receiving metamessages in cognitive function test results 

notifications for older drivers and verification of measures to ease the metamessages 

 

Yoshiki WATANABE, AyakoTANIGUCHI and Yung-Hao CHANG 

 
There are concerns about the existence of metamessages at the scene of receiving test result notifications 

regarding cognitive function test for older drivers. In this study, we conducted a web-based survey experi-

ment consists of a pre-test questionnaire, a simulated cognitive function test, presenting of the notifications 

of test results, and a post-test questionnaire targeting 2,000 drivers aged 65 or older, in order to measure 

the effects on the notifications of test results that the designs and layouts were changed to ease the metames-

sages. First, the results of the exploratory analysis between individual attributes and the susceptibility of 

metamessages revealed that the scores of "confidence in driving" and "self-evaluation of driving" increased 

on women and elderlies. It can be said that this is a side effect not intended by the survey designers. Second, 

compared to the current notifications of test results, the revised notifications of test results which took 

measures to ease the metamessages significantly decreased "confidence in driving" in post-tests. 

 

  

第 66 回土木計画学研究発表会・講演集

 12


